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おにぎリンピックおにぎリンピックおにぎリンピックおにぎリンピック』』』』もももも熱熱熱熱いいいい！！！！YOSAKOIYOSAKOIYOSAKOIYOSAKOIもいいけど・・・もいいけど・・・もいいけど・・・もいいけど・・・『『『『
１０月２５日（土）、今年で３回

目となる『おにぎリンピック』を
開催しました。“個食”あるいは
“孤食”といった問題が取りざた
される中、おにぎりづくりを通して
“食”の大切さについてみんなで“食”の大切さについてみんなで“食”の大切さについてみんなで“食”の大切さについてみんなで

と い う 取 り 組 み楽 し く 考 え よ う楽 し く 考 え よ う楽 し く 考 え よ う楽 し く 考 え よ う
です。実際に昨年の参加者の方から
「食の細かった子供が、イベントの
後、食欲旺盛になった」との嬉しい
感想もいただいています。

今 年 は 従 来 か ら の 「 デ ザ イ ン
部 門 」 に 加 え 、 「 ぴ っ た り 部 門
（中学生の部・親子の部）」を新たに
実施。秋の一大イベント「ＹＯＳＡＫＯＩさせぼ祭り」と日程が重なり人出が心配されましたが、おかげ様で
３５チーム・約１５０名の皆様にお集まりいただきました。ダンスバトルならぬ を展開し、“おにぎりバトル”“おにぎりバトル”“おにぎりバトル”“おにぎりバトル”
ＹＯＳＡＫＯＩに負けない熱気で、会場は大いに盛り上がりを見せました。熱戦が終了し、競技でつくった
お に ぎ りに ホ カ ホカ の つ み れ汁 や お 漬物 、 そ して み ん なの 会 話 や笑 顔 をお かず に楽 しく 美味 しい 昼食 。
その後、新鮮野菜や鮮魚の抽選会・閉会式と進行し、最後は参加者・応援の皆さんすべてに を玄米１ｋｇ玄米１ｋｇ玄米１ｋｇ玄米１ｋｇ
お土産としてお持ち帰りいただき、無事終了。食べる楽しさを再確認できたイベントでした。

初初初初 おおおお 目 見目 見目 見目 見 え のえ のえ のえ の ““““ ぴ っ た りぴ っ た りぴ っ た りぴ っ た り 部 門部 門部 門部 門 ””””
初登場の“ぴったり部門”のルール説明です。

１）重さの違う見本のおにぎりが５つあり、参加者にはその重さは
知らされていません （今回は①２００ｇ②１５０ｇ③１００ｇ。
④５０ｇ⑤３０ｇを用意）

２）参加者にくじで見本のおにぎりを３つ選んでもらい、見た目
。だけでそれぞれ３つのおにぎりと同じ重さのおにぎりをつくる

（例：①③⑤のくじを引いた場合、合計３３０ｇとなる）
３）握ったおにぎりを計量し、見本との誤差の少なさを競う。

まずは中学生の部１組目のスタート。腕自
慢のそれぞれ３人組・３チームが壇上に上がり
ました。くじの結果、見本の重さは３５０ｇに
決定。大胆に、そして慎重に握っていきます。
そ し て 運 命 の 計 量 。 デ ジ タ ル 式 の 計 量 器 が
映し出した数字は何と３５０ｇ!!観客席からは
ど よ め き が 起 こ り 、 当 事 者 の 中 学 生 た ち は
跳び上がって喜んでいます。いきなり１組目
から「ぴったり」が出てしまいました。

中学生が終わると次は親子の部です。大きい
おにぎりはお母さんやお父さん、小さい方は
子供たちと役割が決まっているチームが多かった
ようです。見本と何度も見比べながら、小さな手で
懸命に握る姿に、見ている皆が笑顔になり、何とも言えない和やかな雰囲気に包まれました。
そんな親子の部ですが、これもまた１組目から「ぴったり」のチームが現れ、会場を沸かせて
いたようです。主催者側としては、誤差１０～２０ｇぐらいの範囲で、僅差の勝負になるのでは
ないかと考えていましたが、まさか 出るとは予想以上でした。しかし「ぴったり」が２チームも「ぴったり」が２チームも「ぴったり」が２チームも「ぴったり」が２チームも
そのおかげで、会場も競技自体も盛り上がっていたようでした。

成績は次の通りです。中学生の部１位・おにぎりレンジャーリターンズ（誤差０ｇ）、同２位・
ＭＩＹＡ（誤差＋７ｇ）、同３位・山澄おにぎりガールズ（誤差－８ｇ）。親子の部１位・
Ｙｏｕｋｉ（誤差０ｇ 、同２位・イオリンヒロリン（誤差－６ｇ 、同３位・チームユイちゃんず（誤差－１０ｇ 。） ） ）



芸 術芸 術芸 術芸 術 のののの 秋秋秋秋 ““““ デ ザ イ ンデ ザ イ ンデ ザ イ ンデ ザ イ ン 部 門部 門部 門部 門 ””””
デザイン部門のルールは、直径４０

ｃ ｍ の 白 い お 皿 に 大 小 色 と り ど り の
おにぎりを配置して、絵を描くという
ものです。色は黒（海苔・黒ゴマ）、赤
（梅干）、茶（おかか）、黄（サフラン
ライス）、緑（青のり）、紫（ゆかり）、
ピンク（でんぶ）、肌色（ゴマ）を使用
します。ただしどの色も、おにぎりに
混ぜ込む・巻く・包む、いずれかの方法を取り、白いおにぎりの
上に、まぶしたり載せたりするだけではいけません。

以上のルールやアイデア・バランス等を踏まえ、審査した順位は
次 の通 りで す。 最優 秀グ ッド デザ イン賞・ 元気（く だもの） 、
ア イデ ア賞 ・お にぎ りレ ンジ ャー リターン ズ（おで んくん） 、
審査員特別賞おにぎりヘイ!!おま（ミニーちゃん）。 で力作揃い力作揃い力作揃い力作揃い
順位をつけるのが難しく、接戦になりました。

お に ぎ り デ ザ イ ンお に ぎ り デ ザ イ ンお に ぎ り デ ザ イ ンお に ぎ り デ ザ イ ン 作 品 集作 品 集作 品 集作 品 集

おおおお菓子菓子菓子菓子のののの家家家家 ランボさんランボさんランボさんランボさん ピングーピングーピングーピングー

皿皿皿皿 のののの 上上上上 の ポ ニ ョの ポ ニ ョの ポ ニ ョの ポ ニ ョ 打打打打 ちちちち 上上上上 げげげげ 花 火花 火花 火花 火 崖崖崖崖 のののの 上上上上 のポニョのポニョのポニョのポニョ お い し いお い し いお い し いお い し い 果 実果 実果 実果 実 た ちた ちた ちた ち

ミ ニ ー ち ゃ んミ ニ ー ち ゃ んミ ニ ー ち ゃ んミ ニ ー ち ゃ ん

必 笑必 笑必 笑必 笑 だ ん ごだ ん ごだ ん ごだ ん ご 剣剣剣剣 おでんくんおでんくんおでんくんおでんくん崖崖崖崖 のののの 上上上上 のポニ ョのポニ ョのポニ ョのポニ ョ

くだものくだものくだものくだもの お に ぎ り のお に ぎ り のお に ぎ り のお に ぎ り の 原 点原 点原 点原 点 と マ イ ち ゃ んと マ イ ち ゃ んと マ イ ち ゃ んと マ イ ち ゃ ん かがやけ!!アンパンマンかがやけ!!アンパンマンかがやけ!!アンパンマンかがやけ!!アンパンマン

ポニョポニョポニョポニョ



ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました。。。。むすんだのはむすんだのはむすんだのはむすんだのは笑顔笑顔笑顔笑顔とととと絆絆絆絆。。。。そしておにぎり!!そしておにぎり!!そしておにぎり!!そしておにぎり!!

『『『『縁縁縁縁のののの下下下下のののの生徒生徒生徒生徒たちたちたちたち』』』』地味地味地味地味なななな仕事仕事仕事仕事があってこそがあってこそがあってこそがあってこそ。。。。
『おにぎリンピック』開催にあたっては、炊飯・会場設営・お土産の

仕分けなどの事前準備。そして当日は受付や司会、道具の運搬、お昼の
準備など裏方に徹した本校生徒。そのおかげでスムーズに運営ができ、
大成功のうちに終わることができました。何事も目に見えることだけでは
なく、その裏で多くの人たちの支えがあることを感じることができたの
ではないでしょうか。前日にはリハーサルを兼ねて、生徒が主役の『プレ
おにぎリンピック』を開催。その作品をどうぞご覧ください。

愛愛愛愛しのマリーちゃんしのマリーちゃんしのマリーちゃんしのマリーちゃん 顔顔顔顔なしなしなしなしＣＡＴＣＡＴＣＡＴＣＡＴ４４４４



～～～～ 花 結花 結花 結花 結 び フ ァ ン タ ジ ーび フ ァ ン タ ジ ーび フ ァ ン タ ジ ーび フ ァ ン タ ジ ー ～～～～市 民 芸 術 祭市 民 芸 術 祭市 民 芸 術 祭市 民 芸 術 祭
１０月５日の日曜日、

ア ル カス Ｓ ＡＳ Ｅ Ｂ Ｏ
に て 市民 芸 術祭 が 行 わ
れ ま した 。 本校 生 徒 は
花 結 びの モ デル と し て
登 場 。花 結 びと は 着 物
の 帯 で花 を 形か た ち づ
くることです。“ウンゼン
ツツジ（長崎県の花 ”）
“ カ ノコ ユ リ（ 佐 世 保

市の花 ”をはじめ“バラ”や”チューリップ”と）
いったお馴染みの花も表現。ステージ上に、１４種
類・色とりどりの花々が一切に咲き誇ると、観客席
から盛んな拍手と歓声が沸き起こりました。ずっと
練習を重ねてきた甲斐がありました。

乳 幼 児乳 幼 児乳 幼 児乳 幼 児 ふ れ あ いふ れ あ いふ れ あ いふ れ あ い 体 感 事 業体 感 事 業体 感 事 業体 感 事 業 をををを 実 施実 施実 施実 施
１０月１５日（水 「乳幼児）、

ふれあい体感事業」を実施しま
し た 。 ご 協 力 い た だ い た の は
市 内 に お 住 ま い の ６ 組 の 親 子
１３人です。将来母親になるで
あろう生徒たちへ、現役のお母
さん方から出産や育児の大変さや
楽 し さ な ど お 話 し い た だ き 、
その後、実際に子供たちと遊ん
だりミルクを飲ませたりと触れ
合いを行いました。お母さん方は
口 々 に 「 妊 娠 ・ 出 産 ・ 育 児 と
大変でとてもきついし、自分の時間が欲しい

子供の笑顔を見るだけで子供の笑顔を見るだけで子供の笑顔を見るだけで子供の笑顔を見るだけで時もある。けれど、
また頑張ろうという気持ちに元気をもらって元気をもらって元気をもらって元気をもらって

なる」と仰られていました。ずっと受け
継 が れ て き た 命 の リ レ ー を つ な ぐ 尊 い
行為。その責任あるいは自覚からでしょうか、
生徒に向かって話すお姿は堂々と、どこか
威厳に満ち、まさに“母は強し”という言葉が
ぴったりと当てはまるようでした。
生徒の感想を見ると「親に感謝したい」

「命の大切さについて考えさせられた」
など、それぞれ深く心に思うものがあった
ようです。ご来校くださいましたお母様と
乳幼児の皆さんに感謝しつつ、すくすくと
元気に成長されることをお祈りしています。
ありがとうございました。

「おにぎリンピック」や「乳幼児ふれあい体感」など今年の
秋 はたくさんのお客様が本校を訪れました。そんな中、ある日
ひょっこりと が来校されました。佐世保市亜熱帯動植物アライグマアライグマアライグマアライグマ

「 」園によると ペットとして飼われていたものが野生化したのだろう
とのこと。このお客様、木や山の斜面を登ったりと熱心に校内を
視 察され、その後校舎の一角に腰を落ち着かせ、そのまま一晩
おくつろぎになられたようです。
自然の世界も生きるのは大変かとは思いますが、本校と大久保

小学校が収穫を待ち望んでいるイモ畑だけは、視察を控えてほしいと
願わずにはいられません。

千客万来千客万来千客万来千客万来！！！！！！！！


